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研究目的

我国は， 水産資源の多くを沿岸漁業に求めてきた． 沿岸漁業の就業形態は， 家族協業による
もの

が多いため漁家の主婦は，漁業労働と家事労働の二重の拘束を強く受けていた（３）． しかし
近年来

（１）
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の就業構造の変動により， 第一次産業の割合が甚しく低下して， 漁家の様得構造は大きく変化して
きた， 道南漁家にもこの傾向がある． 家族協業依存による漁業労働そのものが， 社会的経済的条件
の影響を受けて， 家庭の保有する労働力に変化を来たしている時， 漁家主婦の生活時間構造はいか
なる過程をたどっていくであろうか．これらの資料は極めて少ない（１， ２）． 全国的規模で行なっ
た， 最近の主婦の生活時間の資料としては，地方別・都市規模別主婦の生活時間調査（５）がある．
文部省科学研究費を得て行なわれた総合研究であり， 家政学的立場からの資料を得る目的をもって
いた．著者も参加したが，此の際にも漁業に従事している主婦を，対象にすることが出来なかった，
生活時間構造は，基本的には，労働時間のあり方に基因するから，漁業を専業とする主婦のそれは，
農業に従事する主婦や， 家事専業， 有職の主婦らとは， 当然異なる様態を示す． ここに， 専業主婦
の生活時間構造の資料を報告し， あわせて， 漁業構造との関連による生活時間変容の過程を把握す
る．昭和４０年代の，ほぼ１０年間の資料について検討した．その間の家庭管理上の問題も指摘した．

１１

　

対象及び方法

　

対象地区は， 北海道の南， 函館市入舟町１４番から２１番までの， 通称山背泊地区である． 調査地
の概況と世帯変動， 漁業権， 漁業内容， 夫婦協同作業については， すでに報告した（４）． なお， 一
世帯当りの年間収入について述べておく， 昭和４８年現在で， 延縄漁業で平均１００万４０００円， 刺縄
漁業で平均９１万２０００円となっている． 同年の北海道統計によると， 全道平均は１５８万円であった
から， 全道的にみて収入の低い地域である．

　

対象地区の専業主婦に対して， 昭和４２年，４４年，４６年，４８年の各８月の平日，昭和５０年の５月の
平日と休日に， 留置目計式による生活時間調査を行なった． ただし， 毎日面接し補正をして， 調査
の正確につとめた． 標本総数は１５６である． 対象者の一覧と調査年次の標本数を， 表１に示した，
対象地区の比較資料には，次の二点をとりあげた．①昭和３０年代の専業漁家主婦の資料として，

昭和３２年調査の，北海道松前町原口部落における漁家主婦生活時間（３）．②昭和４６年調査の，地
方別・都市規模別主婦の生活時間調査による函館分（５）．同年， 函館市在住の主婦６名について，
平日休日別・年代別・職業有無別にみた２１日間の生活時間調査結果を，家事作業内容分析の資料と
した．

表２は， 年次別専業漁家主婦（以下漁家主婦という）と， 都市（函館市）主婦の生活時間につい

表１ 対象者一覧 （標本総数１５６）

年

　　

次 響 ４２ ４４ ４６ ４８ ５０

対象主婦平均年令

　　　　　　

｛才）
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日 ４２．８．１７～１９ ４４．８．１９～２２ ４６．８．１８～２０
４８，７．１９～２３

　

８．１７～２１
５０，５．２～４

０漁協組合張より， 配布数を確認，病気， 出稼ぎ， 留守の理由から調査不能の分を除き， 配布

　

した．配布数は（

　

）で示した．
調査日において， 留守， 受諾後生じた家庭事情で拒否， 不能を除いたものが実際の調査対象
数である．
０調査日は，５０年のみ， 平日と休日の組みあわせ． 他は平日３日ないし４日の連続である，

（２）
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０

そ

　

の他

　

５９０，Ｏ

　

０

　

４１０，Ｏ

　

６０，Ｏ
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１（Ｘ３，Ｏ

　

０

　　　　　

４６，Ｏ

内

　　

職

　

３α３．Ｏ

　

２９３，Ｏ

　

４５５，０

　

５６．Ｏ

　

４５．Ｏ

　

１０１・０ ８６．Ｏ

　

７０，０ ０

　　　　

３１．Ｏ

勤

　　

務

　

２４３，Ｏ ５１１，Ｏ

　

４２０，Ｏ ５５．０

　

５０．Ｏ

　

１０９，Ｏ

　

５１．Ｏ

　

４９，Ｏ ０

　　　　　

０

体
無

　　

職

　

４２６，Ｏ

　

０

　

５０２．Ｏ

　

５７，Ｏ

　　

５４，Ｏ

　

１２８，Ｏ

　

８

　　

８，０

　

１１６，Ｏ

　

０

　　　　　

７６．Ｏ

内

　　

職

　

４２２．０

　

１１４，Ｏ

　

５４５，Ｏ

　

５３，Ｏ

　

４６，０

　

１０９，Ｏ

　

５１．０

　

１２７，Ｏ

　

０

　　　　　

３４．Ｏ

勤

　　

務

　

５４３，Ｏ

　

０

　

５６３．Ｏ

　

４９，Ｏ

　　

６０．Ｏ

　

１１０・０

　

１３．Ｏ

　

１２６，Ｏ

　

０

　　　　　

馬，０

Ｂ

全

　 　 　 　

体

般

①２Ｇ才代

　

６５８，Ｏ

　

０

　

４６９．Ｏ

　

６５，Ｏ

　

４２，０

　　

２８，Ｏ

　　

４．Ｏ

　

８

　　

８，０

　

１５，０

　

０

　　　　　

４０．Ｏ ３１分

⑥５０才代

　

４６３，Ｏ

　

０

　

５７６，Ｏ

　　

７０，０

　

４０，Ｏ

　

１５，Ｏ

　　

４．Ｏ

　

１９８，Ｏ

　

３２，Ｏ １，０

　　　

４０，Ｏ １６分
内

　

職
②３０才代

　

３１８，Ｏ

　

４１，Ｏ

　

４７５．０

　

６３，Ｏ

　　

７１，０

　

１３，Ｏ

　

２１２．Ｏ

　

１０２．０

　

６２．Ｏ ３６．０

　　　

２７．Ｏ ２０分

③４０才代

　

３６９，Ｏ

　

１９５．Ｏ

　

４３１．Ｏ

　

１１７・０

　

７２．Ｏ

　　

３，Ｏ

　

１４．Ｏ

　

１０３，Ｏ

　

７，０ ０

　　　　

８

　　　　

４．Ｏ ４５分
有

　

職
④４０才・代

　

２１６．Ｏ

　

４０６，０

　

３８１３．Ｏ

　　

８２，Ｏ

　

５４．Ｏ

　

１６，Ｏ

　　

４．Ｏ

　

７１，０

　

５７，Ｏ

　

５．０

　　　

５２．Ｏ ３９分

⑤４０才代

　

２９０，Ｏ

　

３

　　

４０，Ｏ

　

５０４，０ ８４，０

　

４９，Ｏ

　　

３，Ｏ

　

１７・０

　

１０２，Ｏ

　

１７，０

　

０

　　　　

４２．０ ３７分

休
般

①２０才代

　

６２６，Ｏ

　

０

　

４６４．Ｏ

　

５９，Ｏ

　　

２８，Ｏ

　　

２０，Ｏ

　

０

　

１５０，Ｏ

　

７・０ １０．０

　　　

１６．Ｏ ６０分

⑥５０才代

　

３１１．Ｏ

　

０

　

７５０．Ｏ

　　

６５．Ｏ

　　

３４，Ｏ

　

ｌｏ・０

　

０

　

２３０，Ｏ

　

４０．Ｏ ０

　　　　　

０
内

　

職
②３０才代

　

３３９．Ｏ

　　

５０．０

　

５１３．Ｏ

　

６９．Ｏ

　　

７３．Ｏ

　　

３３．Ｏ

　

１３２．Ｏ

　

６８，Ｏ

　

４７．Ｏ ５０．０

　　　

４６．Ｏ ２０分

③４０才代

　

２６７．０

　　

５５．Ｏ

　

５１０．Ｏ

　　

８７．Ｏ

　　

６６．Ｏ

　

０

　

０

　

１７６，Ｏ

　　

７・０

　

０

　　　

２１４．Ｏ ５８分
有

　

職
④４０才代

　

２６０．０

　

０

　

４２０，Ｏ

　　

９２．Ｏ

　

６

　　

３，０

　　

２７．Ｏ

　

２２０，Ｏ

　

８７，０

　

０ ２０．０

　　

２３３．Ｏ １８分

⑤４０才代

　

４７８．Ｏ

　

０

　

５４０．０

　

１０７・０

　　

５０．Ｏ

　

０

　　

６０，０

　

１５５，Ｏ

　

２０．Ｏ

　

０

　　　　　

３０．Ｏ

平
般

①２０才代

　

６６０．０

　

０ ４７５．０

　

６５．Ｏ

　

４７，０

　　

１３．Ｏ

　

１１・０ ７４．Ｏ

　　

３．Ｏ ＩＺ，０

　　　

５３．Ｏ ２７分

⑥５０才代

　

４８２．０

　

０ ５４４，０

　　

６９．Ｏ

　

４６．Ｏ

　　

１８．Ｏ

　　

６，Ｏ

　

２４２，Ｏ

　

２９，Ｏ

　

２．０

　　　

３６．Ｏ ２分
内

　

職
②３０才代

　

３１６．０

　

４１，Ｏ

　

４７３，Ｏ

　

６３．Ｏ

　　

７２，０

　　

７，０

　

２２９，Ｏ

　

１偏，０

　

５３，Ｏ ３０，０

　　　

２８．Ｏ ２２分

③４０才代

　

３６９．Ｏ

　

１９５，Ｏ

　

４１７，Ｏ

　

１２５．Ｏ

　

６９，Ｏ

　　

５，Ｏ

　　

４．Ｏ

　

９７，Ｏ

　

７・０

　

０

　　　　　

６１，Ｏ ４６分
有

　

職
④４０才代

　

２６９，０

　

４７０，Ｏ

　

３８８，Ｏ

　

８２．Ｏ

　

４７．０

　　

１６．Ｏ

　　

６．Ｏ

　

６０，Ｏ

　

１２，Ｏ ２０．０

　　　

２４．Ｏ ４６分

⑤４０才代

　

２９２，Ｏ

　

３６８．Ｏ

　

５（Ｘ）．Ｏ

　　

７５．Ｏ

　

４９．０

　　

４．Ｏ

　

０

　

９３，Ｏ

　

１８，Ｏ

　

０

　　　　

４１，Ｏ

（３）



４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

清

　

野

　

き

　

み

て， 使用した資料の一覧である． 表中のＡは， ②の， 都市主婦の年代別・職業別の函館分を， また

Ｂは，２１日間の事例調査結果である． また， 生活時間構造を， 拘束時間， 非拘束時間， 半拘束時間

に大別した．

ロー 調査結果と考察

１

　

漁家主婦の生活時間構造と拘束時間の年次推移

表２によって， 昭和４０年代における漁家主婦の生活時間構造の概略は， 次のとおりである．

　

１）拘束時間のピークは昭和４６年である， このうち家事労働時間は５０４分で， 昭和４０年代の最

高の時間量である． これに反し， 労働時間は昭和４６年をピークに下降していく．

　

２）非拘束時間のうち， 睡眠時間は昭和４８年までは減少し続けてきたが， 昭和５０年の平日で６０

分以上もふえ，休日になると更に増し８時間を越している，身の回りの時間は，昭和４４年が最低

の３０分で，以後５０年まで漸増の傾向がある．ラジオ・テレビの視聴時間は，昭和４６年まで増加

しつゞけ，その後は，１２０分前後を維持している．その他の時間は各年次により，ばらつきが目立っ
ている．

３）半拘束時間は， 昭和５０年の平日と休日に差が出てきた．

ｉＥ拘束 非拘束
図１

　

道南地方各階層別主婦の生活時間構造－昭和３２年 図３

　

道南地方専業漁家主婦の生活時間構造－年次別推移

拘束

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

半拘束

　

非拘束

（昭和５０年） （昭和４８年）

　　　　

（昭和４６年）

　　　

（昭和４４年）

　　

（昭和４２年）

◎

　

平

　

　

　　

×

　

平日平均

※

　

休日平均

図２

　

道南地方専業漁家主婦の年次別生活時間構造

（４）



専業漁家主婦の生活時間構造の変容
に Ｕ

　

以上の状況を， 昭和３２年の場合と比較してみよう，三角図表の各辺は， 拘束時間， 半拘束時間，

非拘束時間の辺である，図１は，昭和３２年の道南地方各階層主婦の生活時間の，拘束時間の点を求

めたものである．漁家主婦の◎印が示す拘束の程度は，飛び抜けて強かったことを示している（３），
ところが，図２のように，漁家主婦の年次別推移でみれば，昭和４０年代に入って，拘束が急速に弱

められている，昭和５０年には，平日と休日に明瞭な差がみられる，この原因は上述したように労働

時間の減少と睡眠時間の増によるものである．

　

これら漁家主婦の各年次毎の平均点の内容を， 図３に示した．

　

さて， 漁家主婦の生活時間構造を都市（函館市）の主婦と比較してみれば， どのようになるであ

ろうか，この場合，昭和４６年の全国調査の結果函館分と照合させる必要から， 漁家のそれは， 昭和

４６年度分を採用することとした．

　

まず， 年代別， 職業別の都市主婦の資料Ａについて， 平日と休日別に三角図表においてみた（図

４－１）．函館市の場合の職業有無別でみれば，平日の勤務をもつ主婦と内職主婦，年代別では， 平

日の５０歳代と４０歳代の主婦の拘束時間が多い．勤務をもつ主婦は，休日でも４０歳代の平日と変ら

ない．この傾向は全国調査の結果と同じである（５）．また，２１日間連続調査をした場合についても，

図４－２のように，４０歳代，５０歳代の勤務をもつ平日の主婦の拘束が強い．また図４－２の上に，
漁家主婦の年次別推移の点を連らねて矢印であらわし， 比較したところ， 昭和３２年においてきわ

だっていた拘束時間が，昭和４６年では，都市の４０歳代内職主婦の平日に接近し，有職の４０歳代主

婦の拘束時間より低くなっている，そして， 昭和４８年，５０年になると， 都市の３０歳代，４０歳代の

一般主婦の平日，４０歳の有職主婦の休日と同程度の拘束時間となっている，漁家主婦としての従来

までの特徴はもはやみられなくなった，
２

　

家庭管理上からみた生活時間構造

　

漁家主婦の生活時間構造から， 家庭管理上の問題を抽出する．

　

まず， 対象地区全体の世帯類型別， 世帯人員別の， 家事労働時間から， 夫婦と子供の家族構成を

もつ１世帯類型をとりだし，各階層別主婦の家事労働時間を内訳別に比較した（表３）．１世帯類型

は， 漁家全体の４４．２％にあたり， 一世帯の平均人員は４．７２人、 有業人員は１，７０人（北海道の平均

１（め

　　

０１００

の故

　　　

　

３０歳ｆｔ

　

その他

，５０戒代

　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　

　

　　

　

　　　

　

　　
二－－キー－；・‐′

　

Ｊ．
ムニ－－・－－－－．

　

－．　

　　　　　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　

　
　　

　

　

　　　

　

　　　　　

　

１…｝ 非拘束蟹諜

　

宣｝年醐

　

宣覆

　

旨｝醐リ

　　　　　　　　　　

ム

　

休

　　

日

　

年１賜り

　　　　

△

　

体

　　

日

　

賎業別

　　　　　　　　　　　　　　　

ム

　

ｆド

　　

日
÷－→

　

専業別ま貸家主軸年；大別推移

図４－１

　

都市（函館）主婦， 年代別， 職業別，平日休日別， 図４｛２

　

都市（函館）主婦， 年代別，職業別，

　　　

生活時間構造－生活時間研究

　

グループ， 昭和４６年

　　　

平日休日別， 生活時間構造－２１日間， 昭和４６年

（５）
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清

　

野
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み

は， 昭和４５年４．８人，４６年５．０人，４８年４．８人である）， 主婦の平均年令は，４６．５歳である．比較

のため， 都市一般主婦，内職主婦の場合も， ともに４０歳代の年代のものにした．なお都市一般主婦

の場合に， 乳児をもつ２０歳代の主婦もとり出しておいた，
表３により１世帯類型の家事労働時間は４８９分， 漁家Ｖ世帯類型の場合と共に， 労働時間量は低

い．また，世帯人員別では， ４人の場合，４４８分であり，７人の場合の％の時間量である．内訳別に

みると， 裁縫・編物， 家族や子供の世話， 弁当つくりの項目に， 他の世帯類型や世帯人員別と比較

して大きな違いがあったが， １世帯類型の家事労働時間をもって， 漁家主婦のそれを代表する資料

とみなすことが出来よう．

　

比較の結果，漁家主婦は，炊事，食事の後かたづけの時間量においては都市サラリーマン主婦と，

ほぼ共通しているのに， 裁縫・編物のところで， 都市一般主婦の８倍以上の時間をかけている． ま

た， 買物， 掃除， 洗濯などでも時間量が多い．

　

一般に家庭管理上， 家事労働時間を決定する要素として， 耐久消費材の普及率， 家族の役割り分

担， 家事労働にみる重複行動をあげる． 対象地区の耐久消費材普及率では， 電気洗濯機９６．１％， 電

気冷蔵庫９０．２％，掃除機７２，５％，１週間の洗濯回数一世帯平均５回である．クリーニングの利用状

況などをみても， 都市の一般家庭と大差がない． また， 家族の役割り分担でも， 漁家主婦の７８．４％

が，家事育児の主担者であった．残る重複行動について，対象主婦全数に対する調査をしたところ，
表４のように， 家事と食事の重複行動が群を抜いて高い． 家事のうちでは， 裁縫・編物， 子供や家

族の世話と， テレビ視聴の重複行動がもっとも多い．

表３

　

専業漁家主婦世帯類型別、世帯人員別家事労働時間及び都市サラリーマン主婦家事労働時間（分）

項

　

目
＼＼＼＼＼

　　

家

　

事
炊

　　

事
食事の後か

た

　

づ

　

け
掃

　　

除 洗

　　

濯 裁縫・編物 買

　　

物 子供の世話家族の世話弁当つくり 雑

　　

用
１世帯平均

家事時間

比

　　

率

世

　

帯

　

類

　

型

　

別

１（夫婦＋

　　

未婚子）

　　

９９．Ｏ

　　

７１・７

　

４８，Ｉ

　

６４．２

　

１２４．４

　

５７．Ｉ

　

５３．０

　

１４０，０

　

６８．Ｏ

　　

５８．８

　

４８９．Ｉ

　

１仰

１１（１十親

　

を除く親族）

　

１１６．７

　

１０９．７

　

７３．３

　

６２．５

　

２３６．７

　

３８，０ １７２．０

　　

７２．５

　

３５．０

　

１５６．７

　

７６５．Ｏ

　

１５７

ロー（片親十

　　

未婚子）

　　

７５．０

　　

７５．Ｏ

　

４５，０

　

０

　

０

　

５５，０

　

０

　

０

　

０

　

２８５，０

　

５３５．Ｏ

　

１０９．５

Ｎ（両親十
子供夫婦十孫）

　

１１７．８

　

２１０．８

　

６０．Ｏ

　

６０．Ｏ

　　

３．３

　

５０，５

　

１９７．Ｉ

　　

３０．０

　

０

　

１３Ｇ．０

　

６５９．６

　

１３４．９

Ｖ（片親十
子供夫婦十孫）

　

１〔鳩．６

　　

６３．９
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表４

　

専業漁家主婦のテレビ視聴時間にみる重複行動と比率－対象者全数について
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（昭和４６年）

Ｗ

　

結

　　　　　　

論

昭和４０年代における， 専業漁家主婦の生活時間構造は， 次のようである，
①

　

昭和３２年と比べ， 昭和４６年をピークにして， 労働と家事による拘束が著しく弱まった．
②

　

各階層別の主婦のなかで比べると， 同年代の都市サラリーマン家庭の有職主婦， 一般主婦の

平日の生活時間構造に接近している，昭和５０年になると，平日と休日に，時間的差がみられるなど

都市化してきている．
③

　

都市型の主婦の生活時間構造をもちながらも， 家事時間の内容において， 有職主婦， 一般主

婦と比べて重複行動が多い， これは家庭管理上の問題である．
今まで拘束時間の強かった専業漁家主婦は， その特徴を失ないかけている． 若干の家庭管理上の

問題をもちながらも， 産業就業構造の変動が進むにつれ， 都市サラリーマンの生活時間構造に包摂

されていくと思われる． こうした過程を充分よみとることが出来た．

　

なお論文の一部は， 日本家政学会東北北海道支部第２０回総会において報告したものである．
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